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学習者のニーズ、教案、シラバス、カリキュラム、及び大学英語プログラムを反
映した教授法を考案するため、大学一年生の日本人英語学習者43名を対象
に彼らが自らの学習習慣、ストラテジー、語学力をどのようにとらえているかを
調査した。学生が大学教育に何を求めているかをより理解するため、彼らの英
語と日本語の学習スキルと学習法を調査する語学学習タスクとアンケートを
行った。これらの結果は、2003年に文部科学省が発表した言語政策にうたわ
れている学習スキルの向上につながるはずである。分析の結果から、リスニン
グとリーディングといった理解に関わるスキルでは、英語と日本語の学習習慣
やメタ認知のストラテジーに英語力のレベルで違いが見られなかったが、スピ
ーキングとライティングに関してはバラつきがあることが明らかになった。先行
研究とあわせ本研究の結果は、日本においてさらに効果的な英語教育を提供
するため、アカデミック・イングリッシュでどのような学習スキルが必要である
かを検討する提案につながるであろう。
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Note

N



Academic speaking abilities and strategies

p



3.3 1.33

Note. Part 1 Likert scale: 1 = Strongly Disagree - 6 = Strongly Agree; Parts 2 and 3 Likert 
scale: 1 = Never - 6 = Always. N = 43.
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Note. Part 1 Likert scale: 1 = Strongly Disagree - 6 = Strongly Agree; Parts 2 through 7 Likert 
scale: 1 = Very poor - 6 = Excellent; Part 3 Likert scale: 1 = Never - 6 = Always. N = 43.

Appendix 2a

English Academic Listening and Speaking Tasks

チャンドラー博士の講義の中で、

最も大切だと思うポイントを、日本語か英語、あるいは両方で書きなさい

(複数解答化)。

講義の内容を、	 英語か日本語、あるいは両方	 で要約しな

さい。

_________________________________________________________________________
_________________________________________________________________________
_________________________________________________________________________
________________________________________________________________________
________________________________________________________________________



Appendix 2b

English Academic Reading and Writing Tasks

　次の文章を読
んで質問に答えてください。

場所
私 汝

文章	 の中で、最も大切なポイントは何ですか	 。



Appendix 2c

Japanese Academic Reading, Writing and Speaking Tasks

　次の文章を読
んで質問に答えてください。

カントによれば、人間の認識能力には、感性と悟性の二種の認識形式がア
プリオリに備わっており、前者の感性には、純粋直観である空間と時間、
後者の悟性には、因果性などの	 12	 種の純粋悟性概念（カテゴリー、す
なわち範疇とも称する）が含まれる。純粋悟性概念は時間限定たる図式

によってのみ感性と関係する。意識は、その二種の形式（感性と
悟性）に従ってのみ物事を認識する。この認識が物の経験である。他方、
この形式に適合しない理性理念は原理的に人間には認識できないが少なく
とも課題として必要とされる概念とされる。理性推理による理念は、いわ
ば絶対者にまで拡張された純粋悟性概念である。神あるいは超越者がその
代表例であり、これをカントは物自体 と呼ぶ。いわゆる二律
背反においては、定立の側では完全な系列には無制約者が含まれると主張
される。これに対し反定立の側では制約が時間において与えられた系列に
は被制約者のみが含まれると主張される。このような対立の解決は、統制
的ではあっても構成的ではない理念に客観的実在性を付与する先験的すり
かえを避けることを必要とする。理念は、与えられた現象の制約系列にお
いて無制約者に到達することを求めるが、しかし到達して停滞することは
許さない規則である。（『純粋理性批判』）

なおプロレゴメナによれば、純粋悟性概念はいわば現象を経験として読み得る

ように文字にあらわすことに役立つもので、もしも物自体に関係させられるべ

きものならば無意義となる。また、経験に先行しこれを可能にする超越論的

という概念は、かりに上記の概念の使用が経験を超えるならば超

越的 と呼ばれ、内在的 すなわち経験内に限られた使用か

ら区別される。



文章	 の中で、最も大切なポイントは何ですか	 。

Discussion—Speaking Task


